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タマクラゲの 1 種（刺胞動物門 , ヒドロ虫綱 , 花クラゲ目）の不完全な若返り  




末廣鷹典 1・久保田  信 2＊  






A hydroid of Cytaeis sp. (Cnidaria, Hydrozoa, Anthomedusae) was collected from 
the sand grain in the tank. Over 12392 young medusae had separated from colonies of hydroids 
for 173 days. One degenerated manubrium was collected on the bottom of the Cytaeis jellyfish 
breeding beaker. On the 27th day after culure this manubrium clung to the petri dish. On the 
29th day two hydrorhizas began to grow and on the 31st day one zooid-like bud was formed on 
the hydrorhiza. However, even on the 154th day there were no mouth and no tentacles on it. 







日本では 2014 年までにベニクラゲ類の複数種 Turritopsis spp. とヤワラクラゲ Laodicea 
undulata (Forbes and Goodsir) で若返りが確認された (久保田 2014)。ニホンベニクラゲ
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材料と方法  
Materials and methods 
 
(1) ポリプ出現までの経緯 
	 2011 年 8 月 15 日に、和歌山県田辺市の潮下帯で、タコクラゲ Mastigias papua (Lesson) 
と海底の砂約 1 L を採集した。同日、底面濾過装置を設置した 315×185×245 mm のガラ
ス水槽に、水道水で洗浄したサンゴ砂を敷き詰め、その上から海で採集した砂を撒き、
人工海水を満たし、LED 照明を設置し、採集したクラゲを収容した。クラゲにはアル
テミアのノープリウス幼生を 1 日 1 回給餌した。その飼育を続けた同年晩秋にタコクラ
ゲが死滅した。これ以降は、タコクラゲの飼育中に水槽内に出現していたヒトモシクラ






2014 年 5 月 13 日になって、上記水槽の底面濾過器のエアリフトパイプ下方で、本報
告のタマクラゲの 1 種のポリプが発見された。同年 7 月 16 日に、砂 1 粒ごと前記の群
体の一部を採集し、それを新しい人工海水を満たした直径 6 cm のガラス製ペトリ皿へ
収容し、止水飼育を開始した。同日より前記のペトリ皿に孵化したてのアルテミアを 1
日 1 回散布するか、もしくは実体顕微鏡下でピンセットを用いて各個虫の触手にアルテ
ミア直接給餌し、その 5-6 時間後に比重 1.020-1.022 の人工海水で換水した。 
同年 7 月 25 日にポリプの触手が萎縮したため、同日より給餌を中断し換水のみを 1
日 1 回行った。前記群体の個虫が再び触手を伸ばすようになった同年 7 月 31 日に給餌
を再開した。ポリプの飼育には適度な水流が重要であることが知られている (奥泉 
2007) ため、同日に上記のペトリ皿を 1 L ビーカーに収容し、ポリプの飼育方法を止水
からガラス管を用いた通気撹拌による流水飼育に切り替えた。通気量は気泡がビーカー
の水面まで連続して上昇する程度に調整した。このポリプの飼育ビーカーには、ほぼ毎
日 1 回アルテミアを散布し、ほぼ週に 1 回飼育水の約 9 割を比重 1.020-1.021 の人工海
水で換水した。ポリプの流水飼育開始後の室温は 22.1-26.4℃であり、ビーカーの水温
は室温に依存した。 
上記のポリプ飼育ビーカーから採集された本種のクラゲは、200 mL もしくは 500 mL
ビーカーに収容し、ガラス管による通気撹拌飼育を行い、換水のため 1 日に最多で 2
回、新しい人工海水を満たしたビーカーへピペットを用いてクラゲを移動させた。餌は
アルテミアのノープリウス幼生を 1 日 1-2 回飼育水に散布するか、クラゲを時計皿に取
ってピンセットでつぶしたアルテミアを直接給餌した。これに加えて、同年 11 月 1 日
以降は、有限会社日海センターから購入し、同社製の淡水産クロレラで培養したシオミ
ズツボワムシを、クラゲ飼育ビーカーにほぼ毎日 1 回散布した。 
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(3) 口柄の飼育 
2014 年 11 月 19 日に、飼育 58 日目までのタマクラゲの 1 種のクラゲを収容した前記
の 500 mL ビーカーの底で、本種の自然に退化した口柄 1 個を発見した。これを新しい
人工海水を満たした水量約 130 mL のガラス容器に収容し、ラップをかけ静置した。そ
の 9 日後に、口柄を新しい人工海水を注いだ直径 6 cm のガラス製ペトリ皿の蓋へ移動
させ、ラップで覆って止水飼育を継続した。換水は、飼育 10 日目から 129 日目まで 1











10 個体の発生が確認された。これ以降クラゲの遊離が続き、週 1 度の換水時に採集さ
れる幼クラゲの数は、増減を繰り返しながら、ポリプの群体拡大に比例して増加した。




タマクラゲの 1 種のポリプは、巻貝類の存在しない環境で自存した。さらに、上記の 1 




第 1 段階: 当初の形態 
発見時の口柄には生殖巣が発達しておらず、雌雄は判別できなかった。また、口柄の





第 2 段階: 形態の変化 
採集日を 1 日目とした (以下同様) 止水飼育 10 日目の口柄は、飼育開始時と比較し
て細長くなっており、側面に複数の口触手が新たに形成されていた。その一方で、触手






第 3 段階: 着生と成長 
飼育 27 日目に、上記の口柄は歪な団子状になり、ペトリ皿底面へ付着した。その 2
日後に、団子状部から 2 本の走根が伸長した。このヒドロ根は飼育 30 日目にかけて約
1 mm の長さに成長した (図版 2B)。飼育 31 日目に、根の上に形成途中の個虫の様な丸
いものが 1 個出現した (図版 2C)。33 日目には、口柄部の側面に、小さな突起が形成さ
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図版 1の説明  
Explanation of plate 1 
 
図 A. 巻貝類の存在なしで成長したタマクラゲの 1種のポリプの群体 
Figure A. A hydroid colony of Cytaeis sp. grew up without snails. 
 
図 B. 幼クラゲ追加直後のタマクラゲの 1種のクラゲ飼育ビーカー 
Figure B. Cytaeis medusae breeding beaker immediately after the addition of young individuals. 
 
図 C. 飼育ビーカーの底から採集されたタマクラゲの 1種の ”口柄”  
Figure C. One “manubrium” of Cytaeis sp. collected on the bottom of the jellyfish breeding 
beaker. 
 
図 D. 傘が萎縮したタマクラゲの 1種のクラゲ 























図版 2の説明  
Explanation of Plate 2 
 
図 A. 細長くなり、口触手数が増加した飼育 10日目の “口柄” 
Figure A. The “manubrium” which oral tentacles increased in number, becoming slender on the 
10th day. 
 
図 B, C. ヒドロ根が 2本伸長した飼育 30日目 (B) と 31日目 (C) の “口柄” 
Figure B, C. Two hydrorhizas grew from the “manubrium” on the 29th day (Fig. B) and the 
31st day (Fig. C). 
 
図 D. 飼育 33日目の “口柄” に形成された小さな突起 (矢印) 
Figure D. A small projection (an arrow) formed from 33-day-old “manubrium”. 
 
図 E. 飼育 151日目の若返り未遂の “口柄” 
Figure E. The 151-day-old “manubrium” that attempted rejuvenation.  
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